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表 1 建 築 材 の 腐 朽 菌





































腐朽にともなう木材の重量減少とセル｡-スの減少との関係を腐朽型別に示すと図 1の通 りである2)｡ 先
に述べたように,白色腐朽菌は細胞壁成分をほぼ同じ比率で分解するので両者の減少率が-一･致するが,褐色
腐朽硯と軟腐朽材ではセルp-ス減少率の方が大きくなる｡木材の1%アルカリ可溶成分は糖,ペ,/チン,
〝､ミセル ｡一一7､, リグニンなどから成るが,白色腐朽材ではその増加が性かであるのに対 し褐色腐朽材では
高橋 :木材の腐朽型,その木材保存処理への活用
表2 木材劣化真菌類の区分と利用する木材成分
利 用 木 材 成 分
分 類
木材劣化真菌類
表 面 汚 染 菌
変 色 歯
褐 色 腐 朽 菌
白 色 腐 朽 菌









































ロース分子の解重合に関与する Cl系セルラーゼは褐色腐朽菌ではいまだに発見されていない 4)｡ さらに興
味のあるのほ,ろ紙やセルロース粉末などの結晶性セルロースを唯一一の炭素源として培養しても,大部分の
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7:0%, 8 :4%, 9 :56%
A :対照













































唯一の炭素源として利用できる褐色腐朽菌も存在する (表3)5,9)｡ これ らの褐色腐朽菌には建築材を侵す
もが多い (表 1を参照)｡Jtilich の提唱している担子菌の新分類体系10)では,キチリメソタケとヌメリスギ









分解についてはすでに膨大な研究報告があ り,本誌 No.16と No.17 には分解機構に重点を置いた榎12'
及び.t帥 113)の総説が掲載されている｡ リグニン代謝に関する研究は,天然の リグニンに存在する主要な結合
様式を有する低分子のモデJL化合物の利)捌こより著 しい進展を遂げたoよくノ甘いられるのほ 4-エ トキシ 3ー-
日 ､キシフ-lここルグリかーコ-′レグアイアシルエーテル(日 と 1-(3',4'-ジノトキシフユニ′レ)1,3-ジ-イ ド











表 4 褐色腐朽菌の リグニンモデル化合物分解力
供 試 菌 弓 Ⅰ Ⅱ m 供 試 菌 - I Ⅱ Ⅲ
ヵンヅ ウメケ 上 ),イ メ ./タケ
ソガサ/レノコシカケ
キカイガラタケ ;一 - I
･Prリメソクケ 4 3 3









種 々の木材腐朽菌の分解能力を調べた9,15,16)｡ 供試 した白色腐朽菌全種と子のう歯てメザヤクケは3化合物
すべてを種々の速度で分解 したが, 他の子のう歯は (Ⅲ)しか分解できず, 大半の褐色腐朽菌は いずれの
化合物 も分解できなかった｡ しか し褐色腐朽菌の中でもてソオオジ,ヌメリスギクケ,キチリメソタケ,ナ
ミグタケは 3化合物すべてを分解 した｡ またマスタケは (H)と (nI), キカイガラタケほ (Ⅲ)にのみ分
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はないかと述べている｡
水酸化ラジカルの作用によるセルロース董令度の低Tと褐色腐朽菌 Por7'amom/icolaによる木材中のセル
ロース重合度低下の様相がよく似ていることが Koenig-'7.8)により報告されている (図6)｡ しかし被の用
いた Fenton試薬 (H202+FeSO4)はセルp-スに特異的に作用するものではなく,リグニンにも作用す
るはずである｡彼の報告データからリグニン (Klason リグニン)減少率を算出すると表5のようになり,






0.00 0.028 0.11 0.44
0 - -･ 1.0 0.8
0.6 4.1 9.1 5.1
減 少 率 ‖ )･25 上 1･0 4･8 15･0 28･31
:1.00 ≧ 0･2 8.3 34,6 44.3r
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0.00 0.028 0.11 0.44
0 1.0 -0.5 -
l.2 3.9 2.9 2,6
2.0 8.0 15.4 16,1
2.2 13.0 21.9 35.4
0 -1.7 -1.0 -
() 3.4 1.4 1.2
0.5 7.2 日.8 13.3
2.5 12.4 24.3 37.4
2.6 2.8 2.0 3.1
3.4 6.3 5.0 4.7
4.1 10.2 16.6 17.[)
4･9 15.1 24.6 37.6






























































と- ミセルロ-スを分解して行くが,も-つばら二次壁 S2層のみに分解が集中し,ついで St層も破壊され






両端が円錐状,他は円筒状に S2層が分解され消失した跡である (図8)｡ この空洞は次掛 こ大きくなり,
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され,もっとも多いのが軟腐朽で,次いで tunnellingbacteria,cavitationbacteI､ia であった32)｡ 細菌

































(4)処理液の初発 pH が2.4以下では CCA の固着比率がホロセルロース側に,2.4以上ではリグニン側
に大きく傾斜する｡処理液濃度の上昇は pH の低下をもたらすが,濃度が大きく変化してもpH はあまり
変化しない｡したがって,ホロセルロースとリグニン-の CCA の固着比率と保存性能との関連を考慮し
ながら,処理液の濃度を変えずにアルカリ添加によりpH を調整することが経済的に重要な意味を持つ｡
(5)CCA はクロム化合物の型により,酸化物系 (CrO3)と塩類系 (K2Cr207または Na2Cr207)に大












くても,カワラクケを含む多くの白色腐朽菌にはきわめて効力の低いものが ある (表6)｡ このような薬剤
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先に述べた tunnellingbacteriaは軟腐朽菌 よりさらに CCA に対する抵抗性が高い｡1)anielら39)は
24.7kg/m3 もの CCA を注入しても劣化したラジアタてソについて,細胞壁やバクテリア細胞内のクロム,
鍋,ヒ素の相対的な分布量を TEM/EDXA で調べた (表8)｡ バクテリアの侵害により作られた トンネル





汎用されている TBTO (tributyltinoxide)に高い抵抗性のある4種の菌-カワラタケ (白色腐朽薗),イ
ドタケ (褐色腐朽菌),Phialophorafasfigiala(軟腐朽菌),AurcobaLTidium pullula,IS(変色歯)-を TBTO
混入培地で培養し,培養ろ液を TBTO に感受性の高い BacillLS∫ubtilisvar･nigerに与えて解毒活性を比
較した｡その結果も一つとも解毒活性の高かったのはカワラタケで,イ ドタケがこれに次ぎ,P･fastigiafaと
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表8 CCA処理木材*ぉよび トンネルバ クテリア細胞内の
Cu,CI･,Asの分布 (rEM/EDXA)39)
分 析 場 所
Cu
カウント




ト ン ネ ル 壁
(側 面)

























カ ワ ラ タ ケ
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